源氏物語における文使い by 坪井, 暢子
これまで「源氏物栢
j
の消息文について科紙や折枝との配色に
(1) 
ついて考えてきた。消息文は首うまでもなく、
発信者が、
ある事
柄を伝えるために賠るものである。
しかし消息文に魯かれている
内容だけではなく、
どんな料紙を使っているか、
どんな枝に付け
ているか、
いつ贈ってくるか、
という様々な事象もあわせて、
相
手に伝えられること
になる。
つまりそれらの事象のひとつひとつ
が何らかの意味を持ち合わせている、
ということである。同じよ
うに、
消息文を持ってくる人、
つまり文使いも意味を持たされて
いる、
ということが言える。
源氏物栢では数々の消息文がかわされる。
その消息文のやりと
りには、
文使い、
あるいは取次をするものが重要な役割を果たし
ている。消息文が発信者か 受信者の手に渡るまでに
例えば、
発信者↓側近のもの↓受 の女房↓受信者という経路をたどる。例を挙げよう。
野分巻、
野分の翌朝、夕霧は二遥の恋文を紺いた。
雲居雁の許ヘー通、
もう一通は惟光の娘の藤典侍の許へ陪ったも
のと思われる。夕霧はそれらを馬の助に渡した。
源 氏 物 語 に お け る 文 使 い に つ い て
馬の助に賜へれば、
をかしき箪、
またいと馴れたる御随身な
どに、
うちささめきて取らするを、
若き人々、
ただならずゆ
-2) 
かしがる
（四ー142)
とあるように、事情を知った側近の者
が、
直接行くのではなく、
音ゃ随身といった者を相手の女のところへ行かせるのであ
る。
そ
して相手も童や随身から直接受け取るのではなく、
女房や、
女流
などに渡す。例えば橋姫巻で、
庶は宇治の姫君に宛てて愁いた梢
息文を、
左近の将監を使にして、「かの老人（弁の尼）砕ねて、
文も取らせよ」（六1287) 命じている。
つまり消息文が届けられる段階には＊発侶者から受け取るもの＊受信者のもとへ巡ぶもの＊それを受け取るもの＊受信者へ手渡すもの
がいる。「文使い」という場
合、
どの段階のものを言うかも問題
となるが、
今回は消息文が発信者本人から受信者本人に届けられ
坪
井
暢
子
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発信者・受信者の身内
まず発信者が自分の子（成人）を使いとして遣る場合を考えて
みよう。「夕霧の若君」「空蜘の弟小君」「紅梅大納言の若君」「浮舟の弟小君」は（三）の童・女窟として扱う。
まず、
柏木。藤衷業巻で内大臣は、
夕霧と栞居雁の結婚を許し、
藤の花の宴に夕霧を招いた。
四月朔日ごろ、
御前の藤の花、
いとおもしろう咲き乱れて｀
世の常の色ならず
ただに見過ぐさむこと惜しき盛りなるに、
遊ぴなどしたまひて、
暮れゆくほどのいとど色まされるに、
頭中将して、
御消息あり。
（四ー282)
これ以前には、
花宴巻で右大臣が、
やはり自邸で催した藤花宴
に源氏を招くために、
息子の四位の少将を造わしている。
弥生の二十余日、
右の大殿 弓の結に、
上逹部、
親王たち多
くつどへたまひて、
やがて藤の宴したまふ。（中略）源氏の
（一）
るまでに介在する人をまとめて取り上げたいと思う。
さて文使い•取り次ぎは発信者・受信者との関係ではだいたい
次のよ に分類できる。
(-
発信者・受信者の身内
（二）
発信者・受信者の側近・女房・乳母など
（三）
童・女童など
これらにつ
いてそれぞれ検討して行きたい。
君にも、
一日、
内裏にて
御対面のついで
に、
聞こえたまひし
かど、
おはせねば、
くちをしう、
ものの栄なしとおほして、
御子の四位の少将をたてまつりたまふ。
わが宿の花しなぺての色ならば何かはさらに君を待たまし
内裏におはするほどにて、
上に奏した
まふ。
（二158159)
後者の例は、
消息文を持ってきたわけではないようなので、
文使
いとは言えないが、
この両者はいずれも、
藤の花咲にことよせて、
自分の娘を相手に差し出すことをほのめかしている。親の方から申し出る であるから、
正式の婚姻へとつながるものであり、
相
手を隙厭した使者といえるだろう。
また野分巻で、
源氏が夕霧を使者として、
秋好中宮を見鐸わせ
ているのも（四ー132)、
幻巻で、
致仕大臣が紫上を亡くした源氏
に弔問の文を密き、
息子の蔵人少将に持って行かせたのも（六！
121)、
自ら赴くのに等しいぐらいの誼さを持っている。
このように自分の成人した息子を使者として遣わすのは、
自分
の代行をさせているという意味合いが強い。
そしてこの場合文使
いは、
ただ消息文を迎ぷだけでなく、
その消息文を相手に手渡す
段階まで行なう。
その意味で夕霧巻、
柏木の死後、
落紫宮の許ヘ
夕霧が通うようになったことを知った致仕大臣が亡き柏木の立場からも、
また夕霧の正要である裳居雁の立湯から
も、
不快に思い
鷹文を粛いて、
息子の蔵人少将に持って行かせたことは、
落菜
宮には大きな圧力となったはずである。
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なほえおぽし放たじ」とある御文を、
少将持ておはして、
た
（六194195)
だ入りに入りたまふ。
蔵人少将は、
消息文を持ってきただけで
はなく、
自ら邸内へ入っ
て行く。「入りに入りたまふ」というところに弛引な様子が
表れている。
その上、
時々さぶらふに、
かかる御簾の前は、
たづきなきここちしは
べるを、
今よりはよすがあるここちし 、
常に参るべし。内
外などもゆるされぬべき年ごろのしるしあらはれはぺるここ
（六196)
ちなむしはべる
と言い残して去る。蔵人少将は単なる文使いではな
く、
致仕大臣
の代行として心情を余すところなく表現しているとい
えよう。
そ
れだけ
に唯一の後見である母、
御息所を失った落菜宮にとっては、
より大きな圧力となったであろう。
発信者・受信者の側近など
使いをし
た「宮の権の亮」（若菜上
（二）発信者・受信者に仕える人の中には、
秋好中宮と朱雀院の間の
五136)のように、
宮中か
と聞く「契りあれや君に心をとどめをきてあはれと思ふうらめし大臣、
かかることを聞きたまうて、
人笑はれなるやうにお
ぽし嘆く。（中略）この宮に、
蔵人の少将の君を御使にてた
てまつりたまふ。
らの
消息
文の使いとして、
公の身分のものが描かれるものがある。
そうはいっでもこの人物に関して言えば、「宮の権の亮、
院の殿
上にもさぶらふ」という で、
院と中宮の双方に仕える人であ
り、
双方の事惜に通じている人が使者として選ばれていることが
分かる。
このほか惟光のような、
源氏のそば近く仕えているも は、
主
人の忍ぴの仲において活躍する。惟光は源氏の乳母子の一人
で、
源氏の忍ぴ歩きの伴をし彼をよく助けて る。初出の夕顔巻
では
「惟光」「惟光の朝臣」「大夫」などと称されているが、
梅枝巻で
は宰相になっている。
若紫巻では源氏が北山で会った紫上を引き取りたいと、
俯と尼
上に申し出るが一度は断わられた。帰京後重ねて消息文を出
し、
願い出るがはかばかしい返事を得られず、
遂に惟光を北山に向か
わせて る。
僧都の御返りも同じさまなれば、
くちをしく
て、
二三日あり
て、
惟光をぞたて
まつれたまふ。「少納言の乳母といふ人あ
べし。屈ねて、
くはしう語らへ」な
どのたまひ知らす。（中
略）わざとかう御文あるを｀
俯都もかしこまりきこえたまふ。
少納言に消息して会ひたり。
くはしく、
おぼしのたまふさま、
おほかたの御ありさまなど語る 言葉多かる人にて
つきづ
きしう言ひ続くれど、
(-1211)
澪棉巻で、
住吉詣でに来た明石君の一行が、
源氏の一行に出会
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•Ii
うものの、
その華やかな有様にわが身の程を痛感する。後でその
事情を間いた源氏は、
かわいそうに思い「いささかなる消息をだ
にして心なぐさめばや、
なかなかに思ふらむかし」と思う。
堀江のわたりを
御覧じて、「今はた同じ難波なる」と、
御心
にもあらでうち誦じたまへ
るを、
御車のもと近き惟光、
うけ
たまはりやしつらむ、
さる召Lもやと、
例にならひて懐にま
うけ る柄短き組など、
御車とどむる所にてたてまつれり。
をかしとおぽして、
飛紙に、
みをつくし恋ふるしるしにここまでもめぐ
り
逢ひけるえに
は深しな
とて、
たまへれば、
かしこの心知れる下人してゃりけり。
（三1316137)
源氏が感慨を他している所に、すかさず挑帯用の節を手渡し、
さ
らにふさわしい使者を選んで、
その文を持って行かせるなど、
忍
ぴの仲の恋文のやりとり 、
住吉詣でという公の場に近い状況下
で行わせる に、
十分な配感であったろう。
しかしここで惟光自
身が赴くのではない。
あくまでも源氏と明石君の関係を公には知
られないようにしているのである。
．
ところで夕霧と丞居雁の
間の恋文のやりとりをしていたのは冒
頭に挙げた馬の助の他 右近の将監がい 藤襄菜巻で、
夕霧と
器居雁の正式な結婚が
成って、
後朝の文の使いをする。
御使の禄、
なべてならぬさまにて賜へり。中将、
をかしきさ
まにもてなしたまふ。常にひき牒しつつ隠ろへありきし御使、今日は、
面もちなど人々しくふるまふめり。
右近の将監なる
人の、
むつましうおぼし使ひたまふなりけり。（四ー290
)
右近の将監程度の人であれば、
大臣家の婚姻の正式の使者とし
て扱われうるということになろう。
橋姫巻で蕉が宇治の姫君らに
梢息文を贈った時の例を考えてみ
よう
。御文たてまつりたまふ。懸想だちてもあらず、
白き色紙の厚
肥えたるに、
班ひきっくろひ選りて、
困つき見所ありて杏き
たまふ。（中略）などぞ、
いとすくよかに書きたまへる。
左
近の将監なる人御使にて、「かの老人辱ねて
文も取らせよ」
とのたまふ。
（六ー•2861加）
恋文の使いは、
正式な結婚の楊合でなければ、
随身や庶などと
いった目立たない者を使うことが多い。
それを考えると、
左近の
将監を使いに使ったことで、
庶が宇治の姫君らを決しておろそか
に扱うつもりでない意志を表していることがわかる。
庶は蛸蛉巻でも、
浮舟失踪後、
大蔵大夫を浮舟の母のもとへ、
弔問の使者として送っている。
この人は照の家司
で、
浮舟移転の
禅偏をもした「かのむつましき大蔵大夫」（八ー133)なのであ
。
これくらいの身分の人を使いにするのは、
浮舟に対して誡実な態
度をとっていたからであろう。
また「随身」といわれる人も忍ぴの仲において活蹴す
る。
随身
- 95 -
は近衛府
の
舎人で
、
将曹
府生
、
番
長、
近衛
と
い
った
身
分
の
も
の
で
ある。彼らは、
消息
文を「運ぷ」
という役割のみを担わ
さ
れて
い
ることが多
い。しかしながら、しばしばたしなみが要求される
も
のでもある。
夕
頻
巻
、
夕
顔
の
扇
に宙か
れた
歌に
対
し
、
源氏
は
餞
紙に
節
跡
を変
えて返事
を書き、随身に持って行かせ
る
。この随身はそも
そ
も、
最初に夕顔の
宿を訪れた時、そのたし
なみ
の深い所を表して
いる
。
きりかけだつ物に、い
と音やかなるかづらの、
ここ
ちよげ
に
・
はひかかれるに、
白き花ぞ、おのれひとり笑
の厄ひ
らけ
た
る
。
「遠方人にもの
車す」と、
ひとりごちたまふを、
御随
身
つい
ゐて、「かの白く咲ける
をなむ、夕顔と申し
は
ぺる。花の
名
は人めきて、かうあやしき垣
根
になむ、
咲きはぺり
け
る
J
と、
(-
|
122
) 
申
す。
源
氏は身
分
を
隠
し
、
「
か
の
夕
願の
し
るぺ
せ
し
随身
ばか
り、
さ
ては
、
願むげに知るまじ
き窟一人ばか
りぞ、率
てJ
(�)
夕
頻
の許へ通
うようになった
。
夕頻の方は湘氏の
文
使いに
尾行
をつけるが、ま
かれてしまう。
相手に自分の索姓すら明かさぬよ
う
なつ
き
合い
に
おいては、文使いにもそれなりの配慮が必要にな
る。
浮舟巻
で、薫の随身は浮舟への恋文を届けに来て
、匂宮
の
文使
いと行き合
う。不審に思い、連れていた童に後をつ
けさ
せ、文使
いが、匂宮邸で
式部の少輔
（匂宮を浮舟の許へ手引
き
した
者
）に
文を
手渡していたことをつ
きとめる。
藤壺
や馳
月
夜のよ
う
な秘密の仲では
、
恋文は女房宛に届けられ
かど
かど
し
き
ものにて
、
供にある童を
、「この男に
、
さ
り
げな
く
て
目つ
けよ
。
左衛門の大夫の家にや入る」と見せけ
れ
ば
、「
宮に
参
り
て
、
式部の少輔になむ御文は取らせはぺり
つ
る」と
雪ふ
。
さ
まで恥ねむものとも
、
劣りの下衆は思はず
、
こと
の心
を
も
深
う知ら
ざ
りければ
、
舎人の人に見あらはされ
（八i72
)
けむ
ぞ
、
くち
をし
き
や。
ここ
で
は蕉
の随身が的確な判断をして其相をつきとめている
。
随身
に
つい
ては荘草子
j
一九一段に
、
「すきずきしくてひと
り住
み
す
る
人」の様
子と
し
て
しろ
き
単のいた
うしぼみたるを
、
うちまもりつつ街きはてて
、
前
な
る人に
も
と
らせず立ちて
、
小舎人窟
、
つきづき
しき随身
など
近
う
呼ぴ
よせて
、ささめ
きとらせて
、
（磁頁「
）
と描
かれ
てい
る。随身が恋文の文使いとして窟と同様ある種の趣
を持
っ
た物
とし
て認識
されている
ことがわかる
。
女
房
や侍女
と
い
っ
た人は主
と
して消息文を受け取る女性の側の
人とし
て、
消
息文の取次を
するこ
とが多い
。彼女たちは男君の消
晏
を
こ
っ
そ
り
女君に取
り次ぎ
、
男君を女君の許へ手引きする
。
ま
た
男君
の恋文
を
女君が見よ
う
と
しなかったり
、返事を街こうと
しな
かっ
たり
する
と、恋文を見せ
、
返事を柑
くように促し
、
時に
は代箪
をし
、
時には女君のす
さぴ宙きなどを男君に送ってやった
り
す
る。
-
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つる。
中に女君宛のものが
同封してある。
女房の中には、・自身も男君の
煎愛を受けている者も多い。・さて女房の中に
は、
自分
自身で男君と女君の間を
行き来して文
を届けるものもいる。例えば末摘花の女房、
命婦は
源氏の乳母子
の一人であ が、
末摘花巻で
年の器れ、
内裏の宿直所にいる源
氏の許へ、
末摘花からの消息文と新年の哨れが夕を持ってきた。そ
れらが非常織な感覚のものな
ので、
持ってくることはためらわれ
たが
、
末摘花の気持ちを無にすることはできない、
と告げる。
・
年
も暮れぬ。内裏の宿直所におはしますに、
大莉の命婦参
れり。
（中略）「かの宮よりはべる御文」とて、
取り出でたり。
（中略）包みに、
衣笞の重りかに古代なる、
うち囮きて、
お
し出でたり。「これを、
いかでかは、
かたはらいたく思ひた
まへざらむ。されど朔日の御よ
そひとて
、
わざとは
べるめる
を、
はしたなうはえ返しは
べらず。
ひとり引き
龍めは
べらむ
も、
人の御心述ひはぺるべ
ければ
、
御覧ぜさせてこそは」
（一ー275
276)
また右近は玉茎巻で、
源氏からの消息文を自ら玉茎のところへ
持ってくる。そして源氏の言業を伝え、
返事を柑くよう促す。
御文、みづからまかでて、
のたまふさ
まなど聞こゆ。（中略）
（玉茎は）苦しげにおぽした
れど、
あるべきさま
を、
右近Pll
こえ知らせ、（中略
）まづ御返り
をと、
せ
めて
嘗かせたてま
（三ー315316316)
この
ように直接女房が泊息文を遥ぶ楊合、
女性側と直接対面でき、
発信者側の意向をより
はっき
りと相手に伝えることができる。
桐壺帝の女房、
靱負の命婦が桐
壺更衣の母のもとへ、
帝からの
消息文を挑えて訪問した場面を見てみよう。靱負の命婦は、
桐壺
帝の命を受け、「野分だちて、
にはかに膚寒き夕荘れのほど」（一
|19)桐壺更衣の母のもとへ赴く。桐壺
帝は、
更衣の母への見舞
いに、
後宮の
女房たちを遣わしており、
戟負の命婦が行く以前に
典侍がすでに赴いている。
まず戟負の命婦は帝の仰せ言を告げ、
その後消息文を渡す。そして更衣 母
から、
返咎と更衣の形見の
品を持って戻ってくる。 死に対する帝と更衣の母の悲しみが靱負 命婦を介して通じ合う
場面である。
ややため
らひて、
仰せ言伝へき
こゆ。「「しばしは夢かとのみ
たどら
れし
を（中略）」な
ど、
はか
ばかしうものたまはせゃ
らず
、
むせかへらせたまひつつ、
かつは人も心弱く見たてま
つる
らむとおぽしつつまぬにしも
あら
ぬ御けしきの心苦しさ
に、
うけたまはり果てぬや
うに
てなむ、
まかではぺりぬる」
とて
、
御文た
てまつる。（中略）・・・・・・など、
こま
や
かに笹か
せたまへ
り。
宮城野の露吹きむすぶ瓜の音に小萩がもとを思ひこそゃれ
とあれど、
え見たまひ呆てず
。
（一ー20i22)
帝が
悲しみのため
はかばかし
く物を言うことができないでいる。
命婦もそれを最
後まで間けないような状態で、
退出する。更衣の
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（三）文使いには菰や女派などもよく使わ
れる。発信者が平生そばに
童・女童など
母もまた、帝からの消息文を、
最後まで続めない。
そして命婦が宮中に戻ると、
帝は「こまやかにあ
りさま問」
(l_26)い、
命婦も、「
あはれなりつ
ること忍ぴやか
に奏」し
ている。
そして帝は更衣の母からの返柑を見る。
そして次のよう
に
述べ
る
．o
「故大納言の遺目あやまたず、
宮仕への本意深くものしたり
しよろこぴは、
かひ
あるさまにとこそ思ひわたりつれ。
いふ
かひなしゃ」とうちのたまは
せて、
いとあはれ
におぽしやる。
「かくても、
おのづから若宮など生ひいでたまはば、
さるペ
きついでもあ
りなむ。命長くとこそ思ひ念ぜめ」などのたま
+
0
(-|26127) 
すー
とあるように、
帝がその場にいない更衣の母に匝接語りか
けてい
るようである。更衣の母は、
夏衣を亡き大納目の追言のために宮
仕えに出し、
身にあま
るほどの寵愛を受けたものの、
そのために
却って横死したような格好になっ
た、
と戟負の命婦に述ぺていた
が、
帝の述懐は、
この更衣の母の言葉に対応している。
そしてそ
れは戟父の命婦を中においてはじめて成り立
つ。
このように収負
の命婦 、
帝と更衣の母があたかも直接話り合うように、
介在し
ているのである。
おいてかわい
がっている窟が恋文を持って行く場合
と、
発信者が
受信者側の童に消息文をことづける場合とがあ
る。
これらの中に
は発信者・受信者の身内である、
空郷の弟小君、
紅梅大納言の若
君、
浮舟の弟小君がある。
匂宮は椎本巻で、
初瀬詣での帰り宇治に中宿りをした際に、
桜
の枝を折って和歌を添えて宇治 姫君らに賠った。
かの宮は、
まいてかやすきほどならぬ御身をさへ、
所狭く
おぽさるるを、
かか
るをりに
だにと、
忍ぴかねたまひて、
お
もしろき花の枝 折らせたまひて、
御供にさぶらふ上派のを
（六1310)
かしき てたてまつ
りたまふ。
匂宮は、
中君への後朝の文の使いにこの上派を遣わした。
紫苑色の細長一襲に、
三重躾の袴して賜ふ。御使苦しげに思
ひたれば、
包ませて、
供な
る人になむ賠らせたまふ。
ことこ
としき御使にもあらず、
例たてまつりたまふ上蛮なり。
こと
さらに、
人にけしきもらさじとおほしけ
れば、
咋夜のさかし
がりし老人のしわざな
りと、
ものしくなむ間こしめしける。
（七ー55i56)
このことからもわかるように、
後朝の文には、
しかるぺき使いを
述わすぺきであ
り、
窟は決してそのような使いではない、
それが
たとえ「をかしき上童」であっても
、と
いうことになる。
しかる
に、
いつもの意を逍ったということは匂宮が中君をあくまでも忍
ぴの通い所 して扱ってい
ることが知られる。
これはこの上童が
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禄の品を迷惑そうに受け取っていることからもわかる。匂宮が正要として迎えた夕霧の六君の後朝の文の返歌を持って戻ってきた．使者が「海人の
刈るめづらしき玉藻に
かづき埋もれたる」（七ー
墜という有様であったのとは対照的である。
受信者のもとに仕えている窟に梢息文をことづける例としては
、
胡蝶巻で、柏木が至茎への恋文
を、
玉宴に仕える「みるこ」
とい
う女蛮にことづけた
例がある
。柏木からの恋文を見た源氏
が、
右
近に誰からのものかと恩ねると「かれは執念うとどめてまかりに．けるにこそ。内の大殿の中将の、
このさぶらふみるこをぞ、
もと
より見知り
たまへりける伝へにて
はぺりける。
また見入るる人も
はべらざりしにこそ」（四145)と答え
た。
みるこの他に「見入
るる」人もいなかった、
と言い訳をしている。女童ゆえわきまえ
もない、
ということであろう。
浮舟巻で
も浮舟と右近からの、
中君への梢息文を女童が持って
くる場面があ 。
睦月の朔日過ぎたるころ（匂宮が中君の二条院へ）わたり
たまひて、
若君の年まさりたまへるを、
もてあそぴうつくし
みたまふ昼つかた、
小さき窟、
緑の簿様なる包み文の大きや
かなるに、
小さき枡能を小松につけ る、
また、
すくすくし
き立文とり涼へて、
奥なく走り参る。
（八ー15
)
「奥なく走り参る」という所に、
窟ゆえの思感の足りなさが表れ
ている。
この童は、
匂宮に「それはいづくよりぞ」と聞かれると、
慎むことなく、
間単に話してしまい、
小松や恨簡の細工がいかに
すばらしいか、
自悛げに解説までする。
童で忘れ
てはならないの
は空卸の弟小君である
。源氏に頼まれ
て空輝に、
恋文を持って
行く。空蝉は
ズかくけしからぬ心ばへは、
つかふものか。幼き人のかかること言ひ伝ふる
は、
いみじく忌む
なるものを
」(-|98i99)と叱るが、
小君も源氏にかわいがっ
てもらおうと一生懸命であ
る。小君は空蜘の許へ源氏を手引きす
るが、
結局空抑は逃げてしまい源氏は軒端の荻と一夜を共にした。
小君は、
源氏が帰邸後
、
他紙に手習いのように歌を掛いたのを恨
にいれ、
空卸に届け
た。
その後空郷は夫に従い、
常陸へ下ったが、
夫の任呆てて上浴す
る際、
石山脂での途中の源氏と逸坂の関で再
会した。
この時の文
使いをしたのは、
かつての小君、
衛門の佐であっ
た。
小君は源氏
の須磨蟄居の際
常陸に下ったため、
昔ほど党えめでたくは
ないが、「親しき家人」（三187)として仕えている
。
空蜘が「幼き人のかかること言ひ伝ふ
るは、
いみじく忌むなる
ものを」といったのは、
童は何もわからず簡単に恋文の取次をす
るから、
とい
うこともあるであ
ろうが、「忌む」という強い言業
が使われている。こ 場面で 空蝉が小君をきっく戒め いる部分であり感情的になって
もいるのだろう
が、
子供を恋文の使いに
することを忌避し
いたことがわか
る。「字津保物距
j
において
も宮あこ君が、
行正からあて宮にあて
られた
手紙を持ってきた時
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返事を拒否するが、「をさなきこにふみをとらせて、ふちせもしらずせめさするは、かしこきわざかな。き、にくしとてみよ、と
(4) 
す め り か し 」 （ 藉 は ら の 君 179 頁） と い っ て い る 。
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